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V15+

株式会社ランサ・ジャパン

ハイブリッド・ローコード
開発プラットフォーム

LANSAご紹介
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会社概要

▪ 商号 株式会社ランサ･ジャパン
▪ 設立 2002年7月
▪ 資本金 5千万円
▪ 株主 Idera Inc. (100％)
▪ 事業内容
ローコード開発プラットフォームLANSA製品の開発・販売、及び付随する教育、
ホットライン・サービス、導入支援等技術サービスの提供

▪ LANSA製品沿革
▪ 1987年 オーストラリアで誕生
▪ 1990年 日本で販売開始(株式会社エス･イー･ラボにて)
▪ 2015年 V14を出荷開始
▪ 2020年 V15を出荷開始
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LANSAの歴史
▪ 30年以上の実績があるローコード開発ツールのブランド名

▪ 企業のエンタープライズアプリケーション開発で利用

IBM i

(AS/400)

Windows

Web

Mobile

LANSA製品一覧
LANSA History
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1. LANSA概要
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J2EE

ローコードプラットフォーム

同一のWebアプリケーションで比較

ソースコードの行数

50倍

17倍

◇圧倒的に短いステップ数で開発できるプラットフォームです ・開発/運用コスト削減
・後継者問題解決寄与

.NET

LANSA
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共通開発基盤

◇一つの言語・一つのチームで開発・運用することが可能です

・DX対応
・開発/運用コスト削減
・後継者問題解決寄与
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ブラウザ･クライアント クラウドサービス連携Webサーバー

現在の開発

VS

基幹システム 外部システム連携
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マルチプラットフォーム

◇IBM i（旧AS/400）では世界標準ともいえるローコード開発プラットフォームです

◇クライアントサイドからサーバーサイド、モバイル対応、基幹システム連携まで、
企業のエンタープライズアプリケーションに求められる様々な要件に対応します

オンプレミス / クラウド

LANSA

IBM i Windows AWS Azure

モダン
ブラウザ

モバイル
デバイス

クライアント・
サーバー

サーバーサイド
クラウド
サービス

Webサービス
他システム
連携

・DX対応
・後継者問題解決寄与
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部分最適から
全体最適へ



2. 統合開発環境 Visual LANSA
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Visual LANSA ー統合開発環境ー

• LANSA用統合開発環境の製品名

• Web、モバイル、デスクトップ、IBM iで稼働する全てのアプリケーションの開発・保守のためのプラットフォーム

• 1つの統合開発環境上で、デザイン、コーディング、デバッグ、DBメンテナンス、バージョン管理、配布が可能
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Visual LANSA ー統合開発環境ー

▪ テンプレートおよびローコードによるコーディング手法を組み合わせて使用することで、
迅速かつ、カスタマイズ容易なアプリケーション開発を実現

テンプレートからアプリケーションを生成 Visual LANSA IDEでソースコードのカスタマイズ

生成されたアプリケーションのソースコード
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ノーコード＋ローコード
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Visual LANSA ー統合開発環境ー

▪ 基本的なDB検索、保守のプログラムや経営判断に不可欠なデータ分析やグラフ表示、
カート形式のショッピングサイト等の豊富なテンプレート
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デザイナー以外の開発者でも使える最新コントロール

モバイル優先にデザインされたWebのプロトタイプ

最新のUI/UXで構築された企業用フレームワーク

Visual LANSA ー統合開発環境ー
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Visual LANSA 開発環境イメージ
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Visual LANSA 開発環境イメージ
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Visual LANSA 開発環境イメージ
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すべての開発、テスト、デバッグを一つのIDE

生成されたコードの保守も同じ開発環境

テンプ
レート

テンプ
レート

RDML

ローコード

LANSAエディター

RDML

Java

C#

JS

Visual LANSA ー統合開発環境ー
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3. LANSA V15+ キーテクノロジー
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単一言語による開発

▪ LANSAは単一の開発言語(RDML)により、クライアント側とサーバー側の開発が可能

▪ 一人の技術者が、全ての範囲のアプリケーション開発が可能

画面デザイン

スタイル

イベントハンドル

DBアクセス

HTML不要

CSS不要

JavaScript不要

SQL、Native I/O不要
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ビジネス・ルール・エンジン

▪ アプリ内部のビジネスルールを一括管理するセンターリポジトリを搭載

▪ Web、モバイル、デスクトップ等の入出力にまつわる共通のルールを一か所で開発、変更、管理
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既存システムとの直接連携

RESTfulサービスの利用と公開

既存のDLL、.NET、ActiveXなどを直接活用

Google Services & APIs

Microsoft Azure APIs

IBM Watson APIs

.NET

DLL

ActiveX

RDML
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マテリアルデザインに準拠したテンプレート標準装備

引用：https://material.io/
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https://material.io/
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ブラウザでグラフ表示
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PWA（Progressive Web Apps）対応

Webサイトがあたかもスマホアプリのように動きます

プッシュ通知、オフライン閲覧、アイコンホーム画面追加、高速表示
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4. 基幹システムとWebインフラの活用事例

◇業種・業界問わず様々な業務に適用可能

検査業務・工事現場
・写真撮影
・検査表入力
・画像のアップロード
および検査表紐付け
・モバイルプリンタ出力
・日報入力

営業支援
・訪問先地図表示
・見積書出力
（モバイルプリンタ）
・ディスプレイ署名
（受注処理）
・スケジュール管理
・日報入力
・経費精算

倉庫支援
・ピッキング
・棚卸し

物流支援
・配車管理
・配送指示/地図表示
・納品スケジュール管理
・日報入力
・配送伝票の電子化

製造支援
・作業指示書
・作業実績入力
・人員配置管理

他システム連携
・クラウドサービス
・SNS連携
・WebEDI

internet

場所やITインフラを問わない
システム連携

ニューノーマル実現、DX対応

一つの環境
一つの言語
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5. LANSA導入実績

◇30年以上の開発実績と全世界で8,000社以上、日本で1,800社以上の導入実績
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6. お問い合わせ先

株式会社ランサ・ジャパン

営業部

sales@lansa.jp
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